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日本原燃『六ヶ所再処理施設変更申請書』



再処理の工程







プルトニウムを含む有機溶媒の火災

高木仁三郎『核燃料サイクル施設批判』（1991）より

事故の形態と規模：プルトニウムを含む有機溶媒1m3の燃焼
[プルトニウム濃縮セル]

放出量： Pu-238 6.4×1013Bq
Pu-239 5.7×1012Bq
Pu-240 9.0×1012Bq
Pu-241 9.1×1015Bq

天候： 晴天ケースa/雨天ケースb
大気安定度 D，風速4m/s

放出高度：150m（主排気筒から）



高木仁三郎（1991）

プルトニウムを含む有機溶媒の火災



航空機衝突あるいは地震による廃液タンク破壊

高木仁三郎（1991）

事故の形態と規模：航空機衝突あるいは地震による
廃液タンクの破壊（100m3の廃液）．

放出量： Sr-90 1.7×1015Bq
Ru-106 1.1×1015Bq
Cs-134 1.3×1015Bq
Cs-137 2.3×1015Bq

天候： 晴天ケースa/雨天ケースb
大気安定度 D，風速4m/s

放出高度：0m（地上放出）

（内臓量の1%が放出）



高木仁三郎
（1991）

航空機衝突あるいは地震による廃液タンク破壊



航空機衝突
あるいは
地震による
廃液タンク
破壊

高木仁三郎
（1991）



おもな計算条件：
申請書の使用済み燃料貯蔵プールの仕様から，使用済み燃料
3000トン(最大貯蔵容量)が貯蔵されている状態で，使用済み燃料に
内蔵する放射能のうちの1%が環境中に放出されることを想定した
(この施設の潜在的な危険性をみるため，ここではそれぞれの核種
の放出割合はすべて1%と仮定した).

すべての使用済み燃料をウラン酸化物燃料起源のものとし，
燃焼度は 55000MWd/t，原子力発電所の貯蔵施設での冷却期間を
1年間とした. 

放射能の放出高度は10メートル，風速は4.0m/ 秒，大気安定度はD，
天候は降雨なし，放射能の広がり角は15度をそれぞれ設定した. 

内蔵する放射能量の算定には，『使用済軽水炉燃料の核種組成評
価，JAERI-Research 99-004』 を利用した．

上澤千尋『六ヶ所再処理工場・使用済み燃料貯蔵フールにおける事故時の放射能放出』（2006）

使用済み燃料プール破壊



上澤千尋（2006）

使用済み燃料プール破壊



上澤千尋
（2006）
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上澤千尋『（2006）

使用済み燃料プール破壊
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使用済み燃料
プール破壊



上澤千尋（2006）

使用済み燃料プール破壊

将来的ながん死のリスク
（ゴフマンの1Svあたり40%を適用）
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再処理工場の配置と断層位置
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鷹架層の地質構造（上限面地質図・等高線図） 

・ｆ－１断層、ｆ－２断層及びそれらから派
生する断層（ｆ－１ａ断層、ｆ－１ｂ断層、及
びｆ－２ａ断層）が分布する。 

・鷹架層堆積当時に活動したｓｆ系断層 

（ｓｆ－１断層～ｓｆ－６断層）が分布する。 

19 

尾  駮  沼 

番号 耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設 再 廃 Ｍ 
1 ハル・エンドピース貯蔵建屋 ○ 

2 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 ○ 

3 前処理建屋 ○ 

4 主排気筒（基礎）及び主排気筒管理建屋 ○ 

5 高レベル廃液ガラス固化建屋 ○ 

6 分離建屋 ○ 

7 精製建屋 ○ 

8 制御建屋 ○ 

9 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 ○ 

10 ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋 ○ 

11 北換気筒（基礎） ○ 

12 
非常用電源建屋 
(冷却塔及び燃料油貯蔵タンクを含む） 

○ 

13 チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋 ○ 

14 第１ガラス固化体貯蔵建屋（東棟） ○ 

15 第１ガラス固化体貯蔵建屋（西棟） ○ 

16 使用済燃料輸送容器管理建屋 ○ 

17 使用済燃料輸送容器管理建屋（トレーラーエリア) ○ 

18 
使用済燃料受入れ・貯蔵施設用 
安全冷却水系冷却塔A（基礎） 

○ 

19 
使用済燃料受入れ・貯蔵施設用 
安全冷却水系冷却塔B（基礎） 

○ 

20 第１非常用ディーゼル発電設備用重油タンク室 ○ 

21 安全冷却水B冷却塔（基礎） ○ 

22 ガラス固化体貯蔵建屋 ○ 

23 ガラス固化体貯蔵建屋Ｂ棟 ○ 

24 ガラス固化体受入れ建屋 ○ 

25 燃料加工建屋 ○ 

26 緊急時対策所（重油貯蔵所含む） ○ ○ 

27 第１保管庫・貯水槽（第１軽油貯蔵所含む） ○ ○ 

28 第２保管庫・貯水槽（第２軽油貯蔵所含む） ○ ○ 

再：再処理施設、廃：廃棄物管理施設、Ｍ：ＭＯＸ燃料加工施設 

：主要な断層の一般走向・傾斜の方向 

（伏在） 
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